
― 人が元気 まちも元気 自慢したくなるふるさと 龍ケ崎 ― 

情報提供日： 令和２年２月10日 

 

2/12～参加者募集開始！ネット小説の舞台となった龍ケ崎市内を作者と歩こう！ 

「作家と歩く龍ケ崎～『女化町の現代異類婚姻譚』の舞台をめぐる～」 

龍ケ崎市では、本市が舞台のインターネット小説「女化町の現代異類婚姻譚」(作：東雲佑さん)と

コラボしたまち歩きイベントを令和２年３月29日（日）開催します。 

 

イベント開催に向け、令和２年２月12日（水）午前８時30分からインターネット上で参加申込を受

付開始（先着順20名）します。 

 

このイベントはインターネット小説『女化町の現代異類婚姻譚』の舞台である龍ケ崎市長山地区・女

化神社などを作者の東雲佑さんと一緒に歩いて巡るイベント。女化神社周辺の龍ケ崎市の観光スポッ

トなども見学します。 

 

途中、東雲さんおすすめの名物「龍ケ崎コロッケ」の試食や東雲さんとの座談会も開催します。 

 

さらに、イベント参加者には東雲さんのサイン入り SS(ショートストーリー)プレゼントを予定！ 

 

  【作者プロフィール】 
   
  東雲 佑(しののめ たすく) 氏 

群馬県在住の小説家。幻想小説を得意としている。 

代表作に、語り部の少年ユカと竜のリエッキの出会いと旅路を描いた物語『図書館ドラゴンは火

を吹かない』がある。 

新紀元社の運営する情報サイト「パンタポルタ」にて、“異類婚姻譚”をテーマにしたコメディエッ

セイ『作家と学ぶ異類婚姻譚』を連載。 

読者の声に応えるかたちで、茨城県の龍ケ崎を舞台とした青春恋愛小説『女化町の現代異類

婚姻譚』の連載をスタートさせた。 

  

 ■イベント 

開催日時 

令和２年３月29日(日曜日)午後０時30分から午後５時30分頃まで 

 ■集合場所 JR 龍ケ崎市駅東口(市観光案内板・デジタルサイネージ前) 

 ■参加費 600円（傷害保険、飲食代などの経費相当分。当日徴収） 

参加費とは別に、龍ケ崎市駅から現地までの交通費(関東鉄道バス)が必要 

 ■主 催 龍ケ崎市 

協力：新紀元社 

 ■申込方法 いばらき電子申請・届出サービスで事前申込み 
 https://s-kantan.jp/city-ryugasaki-ibaraki-u/offer/offerDetail_initDisplay.action?tempSeq=12255 
 
申込定員：先着順で20人 

申込期間：2月12日(水曜日)午前8時30分から3月11日(水曜日)午後5時15分まで 

   

 担当課 

龍ケ崎市 市長公室 企画課 地域戦略 G 

 担当者：小室（こむろ） 

 連絡先：0297-64-1111 


